
予選を勝ち抜いた豆腐が審査会場に並べられた全国豆腐品評会最終審査（９面）

出荷が始まった生産者の声を反映したＪＡ
グループ共同購入トラクター（２面）

「ヨーグルスタンドB1乳酸菌」の新発売で内
堀雅雄福島県知事（中央）を表敬訪問した今
長谷浩東北協同乳業㈱代表取締役（左から
2人目）と河合和人日本コカ・コーラ㈱マーケ
ティング本部ジュースカテゴリーシニアマネ
ジャー（右から２人目）（４面）
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生
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し
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タ
ー
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10月2日の「直売所の日」ＰＲでイベント（広報部）

神出理事長がドイツ・ボン大学で
全農の取り組み発信（耕種総合対策部）
英国の日系清酒醸造所が開所記念式典を
開催（JA全農インターナショナル欧州㈱）

“11/19-B1乳酸菌”入り飲料 
コカ･コーラから新発売（酪農部）

地元菓子店と「青森ながいもフィナンシェ」開発（青森県本部）

今秋本格デビューの米「雪若丸」新ＣＭを発表（山形県本部）

マラソン、サッカー会場で赤飯おにぎり、
焼き餅配布しＰＲ（米穀部）

大阪の商談会に全農グループ会社と共同で
初出展（営業開発部）

国際都市おおたフェスティバル in「空の日」
羽田に秩父４Ｈクラブと出展（ＴＡＣ推進課）
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SDGsで研修会（麦類農産部）

認知症フレンドリープロジェクトで
農福連携に関する講演（広報部）

第2回和牛甲子園 出場校が決定
（畜産総合対策部）

ＪＡズームイン（ＪＡ新居浜市）

ＪＡズームイン（ＪＡみちのく村山）

労災注意喚起ポスターを作成（米穀部）

ＪＡタウンショップ紹介
　味が自慢のＪＡ江刺（岩手県）

全国豆腐品評会で全農賞を贈呈
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News!

生産者の声を反映したトラクター出荷開始
年間１５００台を超える取扱計画積み上がる 生産資材部

　
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
農
機
担
当
者
1
万
人
の
声
を
反
映
さ
せ
て
、メ
ー

カ
ー
へ
開
発
要
求
し
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
共
同
購
入
ト
ラ
ク
タ
ー
Ｙ
Ｔ

３
５
７
Ｊ
Ｚ
Ｕ
Ｑ
Ｈ
の
生
産
・
出
荷
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ト
ラ
ク

タ
ー
は
、ヤ
ン
マ
ー
農
機
製
造
㈱
岡
山
工
場
の
ラ
イ
ン
で
生
産
さ
れ
ま

す
。10
月
5
日
に
第
1
号
の
量
産
機
を
出
荷
し
ま
し
た
。

　
メ
ー
カ
ー
へ
開
発
要
求
に
当

た
っ
て
、
3
年
間
で
1
0
0
0

台
の
取
り
扱
い
を
目
標
と
し
て

い
ま
し
た
が
、6
月
の
製
品
発
表

後
に
都
府
県
別
の
取
扱
計
画
を

策
定
し
た
と
こ
ろ
、3
年
間
合
計

1
5
0
0
台
を
超
え
る
取
扱
計

画
が
積
み
上
が
り
ま
し
た
。

　
生
産
者
の
購
入
価
格
が
従
来

よ
り
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に

加
え
て
、同
ク
ラ
ス
で
は
大
排
気

量
と
な
る
3
・
3
㍑
エ
ン
ジ
ン

と
、お
お
む
ね
1
日
の
作
業
が
可

能
な
56
㍑
の
燃
料
タ
ン
ク
を
搭

載
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
、納
品
ま
で
3
カ
月
ほ

ど
必
要
で
す
が
、7
月
の
受
注
開

始
か
ら
好
調
に
契
約
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
心
し
て
お
使
い

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、J
A
グ

ル
ー
プ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
簡
単

作
業
の
仕
方
」と「
セ
ル
フ
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
」の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

納
品
時
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

出
荷
が
始
ま
っ
た
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
共
同
購
入

ト
ラ
ク
タ
ー

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の「
簡
単

作
業
の
仕
方
」と「
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
」の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

News!

10 月 2 日の「直売所の日」ＰＲでイベント
記念日登録証の授与と特別ゲストがトークショー 広報部

　
J
A
グ
ル
ー
プ
は
、10
月
2
日
を「
直
売
所（
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
）の
日
」に
登
録
し
た
こ
と
を
受
け
、東
京
都
内
で
9
月
30
日
、

P
R
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
ま
ず
、
日
本

記
念
日
協
会
か
ら
記
念
日
登
録

証
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

J
A
全
中
の
須
藤
正
敏
副
会
長

は「
J
A
な
ら
び
に
J
A
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
地
域
の

皆
さ
ま
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存

在
に
な
る
よ
う
、生
産
者
と
力
を

合
わ
せ
努
力
し
て
い
き
ま
す
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、J
A
グ
ル
ー
プ
サ

ポ
ー
タ
ー
の
林
修
さ
ん
、J
A

全
農
チ
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー

タ
ー
の
北
澤
豪
さ
ん
、J
A
共
済

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
浜
辺
美
波
さ

ん
、J
A
バ
ン
ク
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
松
下
奈
緒
さ
ん
に

よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。北
澤
さ
ん
は
、趣
味
で

畑
を
借
り
て
野
菜
作
り
に
熱
中

し
て
い
て「
作
っ
た
野
菜
を
直
売

所
に
出
荷
し
て
み
た
い
」と
語
り

ま
し
た
。

　
J
A
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
は
、２
０
０

０
円
以
上
お
買
い
上

げ
の
方
を
対
象
に
、抽

選
で
国
産
の
農
畜
産

物
が
当
た
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

「直売所の日」ＰＲイベントに参加した、後列右から須藤正敏
全中副会長、山﨑周二全農代表理事専務、村山美彦ＪＡ共
済連代表理事専務、後藤彰三農林中金代表理事専務、前
列右から北澤豪さん、浜辺美波さん、林修さん、松下奈緒さん

「直売所の日」
キャンペーン
サイトはこちら
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News!

ドイツ・ボン大トリプル周年記念祝賀会で全農の取り組み発信
3 つの協同をテーマに神出理事長が講演 耕種総合対策部

　
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大
学
は
9
月
20
日
、「
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
生
誕
2
0
0

周
年
」「
ボ
ン
大
学
創
立
2
0
0
周
年
」「
マ
イ
シ
ョ
ス
・
ア
ン
テ
ン
ア
ー

ル
協
同
組
合（
ワ
イ
ン
醸
造
協
同
組
合
）創
立
1
5
0
周
年
」の
三
つ
の

周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。神
出
元
一
理
事
長
は
招
待
を
受

け
、講
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
一
人
で

出
来
な
い
こ
と
も
、
多
く
の
人

が
助
け
合
え
ば
成
し
遂
げ
ら
れ

る
」と
い
う
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
の

名
言
を
モ
ッ
ト
ー
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。神
出
理
事
長
は「
組
合

員
・
地
域
住
民
と
の
協
同
」「
他

の
協
同
組
合
と
の
協
同
」「
国

境
を
越
え
た
協
同
組
合
と
の
協

同
」の
三
つ
の
協
同
を
取
り
上
げ

て
講
演
し
ま
し
た
。講
演
で
は
、

「
日
本
の
水
田
稲
作
が
農
村
社
会

の
助
け
合
い
や
共
助
の
精
神
で

2
0
0
0
年
以
上
受
け
継
が
れ

て
い
る
こ
と
」「
全
農
は
取
扱
金

額
で
は
、
農
業
・
食
品
産
業
部

門
の
協
同
組
合
の
中
で
世
界
最

大
の
組
織
で
あ
る
こ
と
」「
全
農

は
国
内
の
生
協
と
協
力
し
て
ア

メ
リ
カ
の
遺
伝
子
組
換
穀
物
を

分
別
管
理
し
て
い
る
こ
と
」「
全

農
は
ア
メ
リ
カ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
・
タ
イ
の
農
協
と
合
弁
会
社

を
設
立
し
て
、安
定
的
な
取
引
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
」を
解
説
し

た
と
こ
ろ
、聴
衆
か
ら
驚
き
の
声

と
拍
手
喝
采
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ァ
イ
ゼ
ン
協
会
会
長

ベ
ル
ナ
ー
・
ボ
ー
ン
ケ
氏
か
ら

は「
協
同
組
合
は
今
こ
そ
タ
イ

ム
リ
ー
な
も
の
だ
。教
育
啓け
い

蒙も
う

は

重
要
で
あ
り
、
知
識
が
な
い
と

自
立
で
き
な
い
。
ま
ず
は
強
み

を
持
つ
、勇
気
を
持
つ
、そ
し
て

他
者
に
頼
ら
な
い
精
神
を
持
つ
。

そ
う
や
っ
て
成
功
を
収
め
る
こ

と
が
大
変
重
要
だ
」と
い
う
力
強

い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

ボン大学で講演する神出理事長

News!

英国の日系清酒醸造所が開所記念式典を開催
海外への酒米供給通じて米の輸出拡大を図る JA 全農インターナショナル欧州㈱

　
Ｊ
Ａ
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
が
日
本
産
の
酒
米
を
納
入
し
た
英

国
の
清
酒
醸
造
所
は
9
月
14
日
、現
地
で
開
所
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
醸
造
所
は
、
大
阪
市
の

「
堂
島
麦
酒
醸
造
所
」が
英
国
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
シ
ャ
ー
州
に
建
設

し
た
も
の
で
、全
農
パ
ー
ル
ラ
イ

ス
㈱
灘
工
場
が
精
米
し
た「
秋
田

県
産
秋
田
酒
こ
ま
ち
」と「
兵
庫

県
産
山
田
錦
」を
J
A
全
農
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
が
納
入
し

ま
し
た
。同
醸
造
所
で
は
こ
の
酒

米
を
使
用
し
て
、今
年
4
月
か
ら

日
本
酒
の
生
産
を
開
始
し
て
い

ま
し
た
。

　
式
典
に
は
鶴
岡
公
二
駐
英
大

使
や
地
元
国
会
議
員
を
は
じ

め
、
日
英
両
国
の
関
係
者
が
多

数
出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
披
露
さ
れ
た
製
品

は
主
に
、「
堂
島（Dojim

a

）」と

「
懸
橋（Cam

bridge

）」と
い

う
2
種
類
の
純
米
酒
で
、
い
ず

れ
も
酒
米
は
１
０
０
％
日
本
産

を
使
用
し
、７
２
０
㍉
㍑
ボ
ト

ル
で
価
格
は
１
０
０
０
㍀(

約

14
万
８
０
０
０
円)

で
す
。
今

後
、高
価
な
プ
レ
ミ
ア
ム
純
米
酒

と
し
て
、英
国
や
諸
外
国
で
販
売

さ
れ
ま
す
。ま
た
、醸
造
所
の
見

学
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
こ
と
や
、

今
後
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
建
設
す

る
な
ど
、複
合
的
な
観
光
施
設
を

造
る
計
画
で
す
。

　
和
食
人
気
の
高
ま
り
と
と
も

に
、清
酒
の
輸
出
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
が
、清
酒
そ
の
も
の
の

輸
出
拡
大
に
加
え
て
、海
外
で
現

地
生
産
さ
れ
る
清
酒
へ
の
酒
米

供
給
も
行
い
、日
本
産
米
の
輸
出

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

清酒醸造所の開所をテープカットで祝う
日英の関係者

日本産酒米を使った清酒
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News!

News!

“11/19-B1乳酸菌”入り飲料 コカ･コーラから新発売！

地元菓子店と「青森ながいもフィナンシェ」開発

さっぱりとしたプレーンヨーグルトの味わいで健康維持サポート

青森県産やさいのファン獲得を目指す

酪農部

青森県本部

　
日
本
コ
カ
･
コ
ー
ラ
㈱
は
10
月
1
日
、〝
11
／
19
B
─
1
乳
酸
菌
〟

を
使
用
し
た
新
商
品「
ヨ
ー
グ
ル
ス
タ
ン
ド
B
1
乳
酸
菌
」を
全
国
で

発
売
し
ま
し
た
。〝
11
／
19
B
─
1
乳
酸
菌
〟は
、東
北
協
同
乳
業
㈱
が
、

東
京
大
学
、ゲ
ノ
ム
創
薬
研
究
所
な
ど
と
共
同
で
特
許
を
出
願
し
て
い

ま
す
。

　
青
森
県
本
部
は
地
元
菓
子
店
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、焼
き
菓
子
･「
青

森
な
が
い
も
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」を
開
発
し
、10
月
か
ら
販
売
を
始
め
ま

し
た
。

　
こ
の
商
品
に
使
用
さ
れ
て
い

る〝
11
／
19
B
─
1
乳
酸
菌
〟配

合
の
発
酵
乳
は
、飲
料
に
使
用
で

き
る
よ
う
、東
北
協
同
乳
業
㈱
・

協
同
乳
業
㈱
・
全
農
酪
農
部
が

新
た
に
共
同
開
発
し
ま
し
た
。

　
「
ヨ
ー
グ
ル
ス
タ
ン
ド
B
1

乳
酸
菌
」は
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
プ

レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
味
わ
い

で
毎
日
で
も
飲
み
や
す
く
、日
々

　
日
常
生
活
に
ス
イ
ー
ツ
が
浸

透
し
て
い
る
現
状
と
、「
健
康
」

に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
着

目
し
、
健
康
を
意
識
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
が
完
成
。
な

が
い
も
の
甘
露
煮
と
す
り
お
ろ

忙
し
く
働
く
人
で
も
シ
ー
ン
を

問
わ
ず
お
い
し
く
飲
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。

　
健
康
維
持
や
体
調
管
理
が
気

に
な
る
秋
か
ら
冬
の
季
節
に

ぴ
っ
た
り
の
新
し
い
健
康
維

持
サ
ポ
ー
ト
飲
料
を
、
東
北
協

同
乳
業
か
ら
販
売
中
の「
11
／

19
B
─
1
乳
酸
菌
ヨ
ー
グ
ル
ト
」

と
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

し
た
な
が
い
も
、
太
白
胡
麻
油

を
生
地
に
練
り
込
み
ふ
ん
わ
り

と
焼
き
上
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

表
面
に
し
ょ
う
ゆ
を
塗
っ
て
2

度
焼
き
、
や
さ
し
い
味
わ
い
に

仕
上
げ
ま
し
た
。

　

青
森
な
が
い
も
フ
ィ
ナ
ン

シ
ェ
を
広
く
普
及
さ
せ
、
県
産

や
さ
い
の
新
規
フ
ァ
ン
層
の
獲

得
と
消
費
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
青
森
市
の「
ス
イ
ー
ツ
ラ
ボ

キ
ャ
ン
デ
ィ
」や「A-Factory

」

な
ど
で
販
売
中
。価
格
は
、1
個

税
別
１
８
０
円
、
1
箱
5
個
入

り
税
別
１
１
０
０
円
。

「
ヨ
ー
グ
ル
ス
タ
ン
ド
B
1
乳
酸
菌
」の

P
O
P

新商品の発売で内堀雅雄福島県知事（中央）を表敬訪
問した今長谷浩東北協同乳業㈱代表取締役（左から2
人目）と河合和人日本コカ・コーラ㈱マーケティング本部
ジュースカテゴリーシニアマネジャー（右から２人目）

地元菓子店とタイアップし完成した
「青森ながいもフィナンシェ」

「青森ながいもフィナンシェ」のＰＲポスター
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News!

News!

マラソン、サッカー会場で赤飯おにぎり、焼き餅配布

今秋本格デビューの米「雪若丸」新ＣＭを発表

おもちはスポーツに適した食材と継続的なＰＲ実施

ブレーク中の俳優 田中圭さん起用で早期ブランド化目指す

米穀部

山形県本部

　
全
農
は
、ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
競
技
者
・
応
援
者
を
対
象
に
、餅
や

も
ち
米
が
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
食
材
で
あ
る
こ
と
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
山
形
県
や
山
形
県
本
部
な
ど
で
組
織
す
る
、山
形「
つ
や
姫
」「
雪
若

丸
」ブ
ラ
ン
ド
戦
略
推
進
本
部
は
10
月
6
日
、東
京
・
永
田
町
の
ザ
・

キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急
で
、米
新
品
種「
雪
若
丸
」の
新
C
M
発
表
会

を
開
き
ま
し
た
。同
本
部
本
部
長
の
吉
村
美
栄
子
山
形
県
知
事
、山
形
県

本
部
の
長
澤
豊
運
営
委
員
会
会
長
を
は
じ
め
関
係
者
ら
1
2
0
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
仙
台
市
で
10
月
14
日
に
開
か

れ
た「
東
北
・
宮
城
復
興
マ
ラ
ソ

ン
2
0
1
8
」に
出
展
し
、赤
飯

お
に
ぎ
り
の
試
食
配
布
と
国
産

も
ち
米
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
フ
ァ
ン
ラ
ン
6
㌔
、フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
の
2
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
、
総
勢
1
万
4
0
0
0

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
震
災
か
ら
の

復
興
が
進
む
海
岸
沿
い
の
コ
ー

ス
を
疾
走
し
ま
し
た
。

　
完
走
し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
、
赤

飯
お
に
ぎ
り
1
万
2
0
0
0
個

を
配
布
し
、「
レ
ー
ス
後
の
栄
養

　
新
Ｃ
Ｍ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
ブ
レ
ー

ク
し
、
現
在
人
気
と
注
目
を
集

め
て
い
る
俳
優
の
田
中
圭
さ
ん

を
起
用
。Ｃ
Ｍ
撮
影
で
は
台
本
を

あ
え
て
用
意
せ
ず
、初
め
て「
雪

若
丸
」を
食
べ
る
田
中
さ
ん
の
あ

補
給
に
な
っ
た
」「
も
ち
も
ち
し

た
赤
飯
大
好
き
で
す
」な
ど
ラ
ン

ナ
ー
か
ら
も
好
評
で
し
た
。

　
一
方
、新
潟
市
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
10
月
6

日
に
開
催
さ
れ
た「
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
V
S
カ
マ
タ
マ
ー
レ

讃
岐
」の
J
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
公

式
戦
に
出
展
し
、サ
ポ
ー
タ
ー
向

け
に
焼
き
餅
の
試
食
配
布
や
国

産
も
ち
米
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
1
万
6
0
0
0
人
の
サ

ポ
ー
タ
ー
が
集
い
、
キ
ッ
ク
オ

フ
の
2
時
間
前
に
は
2
0
0
0

個
す
べ
て
配

布
し
終
え
ま

し
た
。

　

全
農
は
今

後
も
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど

を
利
用
し
て

国
産
も
ち
米

の
消
費
拡
大

に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

り
の
ま
ま
の
姿
と
率
直
な
コ
メ

ン
ト
を
生
か
し
て
、
お
い
し
さ

を
物
語
る
と
い
う
内
容
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
雪
若
丸
」は
、
し
っ
か
り
と

し
た
粒
感
と
適
度
な
粘
り
が
特

徴
の
お
米
で
す
。
田
中
さ
ん
は

そ
の
特
徴
を〝
コ
メ
応

え
〟と
い
う
言
葉
を
用

い
、こ
れ
ま
で
に
な
い

新
し
い
食
感
の
お
い

し
い
お
米
と
い
う
こ

と
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

新
Ｃ
Ｍ
は
、
同
日

か
ら
首
都
圏
や
関
西

圏
を
は
じ
め
と
す
る

大
消
費
地
と
県
内
で

放
映
。「
つ
や
姫
」同

様
、
全
国
を
代
表
す

る
ブ
ラ
ン
ド
米
と
成

長
す
る
よ
う
、
早
期

ブ
ラ
ン
ド
化
を
は
か

り
ま
す
。

「
雪
若
丸
」新
Ｃ
Ｍ
を
発
表
し
た
左
か
ら
吉
村
知
事
、

田
中
圭
さ
ん
、長
澤
会
長（
山
形
県
提
供
）

ゴ
ー
ル
し
た
ラ
ン
ナ
ー
に
赤
飯

お
に
ぎ
り（
宮
城
県
産
も
ち

米
使
用
）を
配
布（
仙
台
市
）

キ
ッ
ク
オ
フ
前
に
サ
ポ
ー
タ
ー

へ
焼
き
餅（
新
潟
県
産
も
ち

米
使
用
）を
配
布（
新
潟
市
）
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News!

国際都市おおたフェスティバルin「空の日」羽田に秩父４Ｈクラブと出展
生活者に直接ＰＲ、充実したイベントに ＴＡＣ推進課

　
耕
種
総
合
対
策
部
T
A
C
推
進
課
は
秩
父
4
H
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、

9
月
29
日
の
国
際
都
市
お
お
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in「
空
の
日
」羽
田
に

共
同
出
展
し
ま
し
た
。

　
秩
父
4
H
ク
ラ
ブ
と
の
出
展

は
今
年
度
で
4
度
目
と
な
り
ま

す
が
、
今
年
は
台
風
24
号
が
接

近
し
、
あ
い
に
く
の
荒
天
の
中

で
し
た
が
、
毎
年
購
入
さ
れ
る

お
客
さ
ま
や
、
秩
父
出
身
で
都

内
在
住
の
お
客
さ
ま
が
多
く
見

え
ま
し
た
。
し
い
た
け
や
栗
の

「
ぽ
ろ
た
ん
」、
長
瀞
い
ち
ご
サ

イ
ダ
ー
、
い
ち
ご
プ
リ
ン
を
販

売
し
、
生
活
者
に
秩
父
の
農
産

品
を
P
R
し
ま
し
た
。
中
で
も

そ
の
場
で
調
理
す
る
し
い
た
け

天
ぷ
ら
串
は
大
変
肉
厚
、ジ
ュ
ー

シ
ー
で
多
く
の
お
客
さ
ま
が
舌

鼓
を
打
ち
、大
人
気
で
し
た
。

　
秩
父
4
H
ク
ラ
ブ
の
斉
藤
会

長
か
ら
は「
生
活
者
に
農
産
物

を
直
接
P
R
で
き
る

機
会
は
貴
重
で
あ
り

が
た
い
。数
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
展
し
て

い
る
が
、こ
れ
ほ
ど
お

客
さ
ま
か
ら
好
評
な

も
の
は
な
く
、大
変
充

実
し
た
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
た
」と
喜
び
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
T
A
C
推
進
課
で

は
、若
手
農
業
者
団
体

と
と
も
に
、生
産
者
と

生
活
者
を
結
び
付
け
、

地
域
農
業
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
に
力

を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

し
い
た
け
天
ぷ
ら
串
な
ど
秩
父
の
農
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た

秩
父
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
全
農
の
ブ
ー
ス

JA
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ー
ス
＆
ト
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ク
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News!

大阪の商談会に全農グループ会社と共同で初出展
フードストアソリューションズフェア 2018 でグループ商品を提案 営業開発部

　
営
業
開
発
部
は
9
月
20
、21
の
両
日
、百
貨
店
・
量
販
店
ほ
か
食
品

小
売
業
の
関
係
者
を
対
象
と
し
た
、大
阪
で
初
開
催
の「
フ
ー
ド
ス
ト

ア
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
フ
ェ
ア
2
0
1
8
」に
、グ
ル
ー
プ
各
社（
全
国

農
協
食
品
㈱
、全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
㈱
、J
A
全
農
た
ま
ご
㈱
、全
農
チ

キ
ン
フ
ー
ズ
㈱
、協
同
乳
業
㈱
、㈱
吉
田
ハ
ム
）、生
活
リ
テ
ー
ル
部
と

共
同
出
展
し
ま
し
た
。

　
会
場（
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
）

の
全
農
ブ
ー
ス
で
は
各
社
コ
ラ

ボ
の
メ
ニ
ュ
ー
提
案
を
行
い
、

全
農
た
ま
ご
の「
と
く
た
ま
」と

全
農
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
の「
Ｇ
Ａ

Ｂ
Ａ
米
」で「
た
ま
ご
か
け
ご
は

ん
」、全
農
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
の「
と

り
天
入
り
お
に
ぎ
り
」な
ど
の
試

食
も
提
供
し
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
大
好
評
で
し
た
。

　
来
場
者
か
ら「
吉
田
ハ
ム
の

物
流
を
使
っ
て
全
農
ブ
ラ
ン
ド

商
品
の
取
引
が
し
た
い
」な
ど

の
お
声
掛
け
も
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
で
出
展
し
た
こ
と
の
効
果
と
、

取
引
先
へ
の
総
合
提
案
の
重
要

性
を
実
感
し
ま
し
た（
来
場
者
：

1
万
1
1
2
1
人
、
運
営
事
務

局
発
表
）。

　
11
月
13
日
に
は
全
農
が
事
業

連
携
し
て
い
る
日
本
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
協
会（
Ｊ
Ｆ
）主
催
の

「
Ｊ
Ｆ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
バ
イ

ヤ
ー
ズ
商
談
会
２
０
１
８
」に

全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
と
共
同
出

展
し
、Ｊ
Ｆ
会
員
企
業
の
外
食
・

中
食
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
業
務
用
商

品
の
販
売
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

大阪で初開催の「フードストアソリューション
ズフェア2018」の全農ブース

各社コラボのメニューを提案
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News!

SDGsについて理解深める
ＪＣＡから講師を招き研修会 麦類農産部

　
麦
類
農
産
部
は
9
月
19
日
、日
本
協
同
組
合
連
携
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）か

ら
講
師
を
招
き
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）に
関
す
る
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、２
０
１
５

年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
、
国
連
加
盟
１
９
３
カ
国
が

２
０
１
６
〜
２
０
３
０
年
の
間

の
達
成
を
目
指
し
て
掲
げ
た
目

標
で
す
。「
貧
困
を
な
く
そ
う
」

な
ど
17
の
目
標
か
ら
な
り
ま
す
。

　

麦
類
農
産
部
は
国
産
原
料

ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
食
品
や
国

産
果
汁
の
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
で
生

協
グ
ル
ー
プ
と
取
引
が
多
く
、

S
D
G
s
に
関
す
る
知
識
が
必

要
な
た
め
、J
C
A
に
要
請
し

て
開
い
た
も
の
で
す
。麦
類
農
産

部
の
職
員
を
中
心
に
21
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、J
C
A
協
同
組

合
連
携
部
の
文
珠
正
也
主
任
研

究
員
が「
S
D
G
s
―
協
同
組

合
の
役
割
を
身
近
な
事
業
や
活

動
か
ら
考
え
る
」と
題
し
た
講
演

を
行
い
、
次
に
①
全
農
の
事
業

を
洗
い
出
し
て
S
D
G
s
と
関

連
付
け
る
、②「
全
農
S
D
G
s

宣
言
」を
作
っ
て
み
る
と
い
う
二

つ
の
課
題
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。4
班
に
分
か
れ

た
参
加
者
は
活
発
な
議
論
を
行

い
、S
D
G
s
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

SDGsに関する講演を行うＪＣＡの文殊正也主任研究員

全農とSDGsの関係についてグルー
プワークを行う参加者

News!

認知症や障がいのある方と作る農業の新たな可能性探る
認知症フレンドリープロジェクトで農福連携に関する講演 広報部

　
朝
日
新
聞
社
が
主
催
し
全
農
が
協
賛
す
る「
認
知
症
フ
レ
ン
ド
リ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」イ
ベ
ン
ト
が
9
月
22
日
、東
京
都
内
で
開
か
れ
農
福
連

携
に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
朝
日
新
聞

社
創
刊
1
4
0
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
開
か
れ
、
認
知

症
に
つ
い
て
、
暮
ら
し
、
備
え
、

治
療
、ケ
ア
、共
生
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
考
え
る
と
い
う

も
の
で
、
約
8
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、J
A
共
済
総
合

研
究
所
研
究
員
で
全
国
農
福
連

携
推
進
協
議
会
会
長
の
濱
田
健

司
氏
が
登
壇
し
、「『
農
』の
福
祉

力
。認
知
症
へ
の
可
能
性
」に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
濱
田
氏
は「
農
福
連
携
は
、農

業
現
場
の
労
働
力
不
足
の
問
題

と
、
福
祉
サ
イ
ド
の
障
が
い
の

あ
る
方
の
就
労
の
場
を
求
め
る

課
題
が
マ
ッ
チ
し
、
全
国
で
広

が
っ
て
い
る
」「
農
業
に
従
事
す

る
こ
と
で
障
が
い
者
の
方
々
の

心
身
に
改
善
が
み
ら
れ
て
い
る
」

と
話
し
、
農
業
の
新
た
な
可
能

性
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
農
業
は
認

知
症
だ
け
で
な
く
、
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
癒
や
し
に
も
な
る
。

農
業
の
新
し
い
可
能
性
を
感
じ

た
」と
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

農
福
連
携
に
つ
い
て
講
演
す
る
濱
田
氏

濱田氏の講演には多くの聴講者が参加

エ ス  デ ィ ー  ジ ー  ズ
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第2回和牛甲子園
出場校が決定
初出場８校が加わり、23校の“高校牛児”たちが頂点目指す
　来年１月に開催予定の和牛甲子園に、11県から
23校が出場することが決まりました。前回の第1回
大会に出場した15校に加え、新たに８校が出場しま
す。　　　　　　　　　　　　 【畜産総合対策部】

　和牛甲子園は、①将来の担い手への支援、②将来
の担い手のネットワーク創出、を目的に、全国の高校で
和牛を肥育している高校生たちが、自分たちで育てた
和牛の肉質と日頃の取り組み内容を競い合う大会で
す。来年１月の第２回大会開催に向けて、参加校を募集
していました。
　応募期限の９月末に出場校が決まりました。前回の
第1回大会に出場した15校は全て参加予定で、新たに
８校から申し込みがあり、合計23校の出場が決定しま
した。出品頭数も前回の21頭から７頭増え、28頭の予
定となりました。
　出場校が増え、広がりを見せる和牛甲子園。“高校牛
児”たちの熱い戦いにご期待ください。

第2回和牛甲子園　出場校
出品
頭数

初
出場出場校№

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

岩　手
岩　手
宮　城
栃　木
栃　木
栃　木
栃　木
栃　木
栃　木
富　山
岐　阜
岐　阜
岐　阜
三　重
滋　賀
島　根
佐　賀
長　崎
鹿児島
鹿児島
鹿児島
鹿児島
鹿児島

水沢農業高等学校
遠野緑峰高等学校
小牛田農林高等学校
矢板高等学校
那須拓陽高等学校
鹿沼南高等学校
宇都宮白楊高等学校
真岡北陵高等学校
栃木農業高等学校
県立中央農業高等学校
飛騨高山高等学校
加茂農林高等学校
大垣養老高等学校
相可高等学校
長浜農業高等学校
出雲農林高等学校
唐津南高等学校
諫早農業高等学校
鶴翔高等学校
鹿屋農業高等学校
市来農芸高等学校
加世田常潤高等学校
曽於高等学校

2
1
1
1
1
2
2
1
1
1
2
2
1
1
1
1
  －※

1
1
1
2
1
1
28

※ 唐津南高校は出品予定牛急死のため、和牛肥育体験発表会のみ出場

合　　計

第1回和牛甲子園の体験発表会

初

初

初

初

初

初

初

初

【第2回和牛甲子園の概要】
平成３１年１月１７日（木）～１８日（金）日時 全農主催

後援（１）フクラシア品川クリスタルスクエア（体験発表会、褒賞式など）
　  東京都港区港南１－６－４１

（２）東京都中央卸売市場食肉市場（枝肉共励会、枝肉勉強会など）
　  東京都港区港南２－７－１９

場所 独立行政法人農畜産業振興機構（alic）、
全国農業高等学校長協会、公益財団法
人全国学校農場協会、東京都中央卸売
市場食肉市場、東京食肉市場株式会社
ほか
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今
年
で
第
４
回
目
と
な
る
全
国
豆

腐
品
評
会
は
、北
海
道
命
名
１
５
０
周

年
と
い
う
節
目
を
記
念
し
て
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
先
立

全
国
豆
腐
品
評
会
で
全
農
賞
を
贈
呈

腕
自
慢
の
豆
腐
店
を
表
彰
し
国
産
大
豆
の
消
費
拡
大
後
押
し

ち
、全
国
２
１
１
の
事
業
者・出
品
総

数
５
３
７
点
に
よ
る
予
選
会
が
行
わ

れ
、各
ブ
ロッ
ク
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

97
事
業
者
の
１
６
１
点
が
会
場
に
運

ば
れ
、24
人
の
審
査
員
が
厳
正
に
審
査

し
ま
し
た
。

　
豆
腐
は
日
本
人
に
な
じ
み
の
深
い

伝
統
食
品
で
す
が
、原
料
で
あ
る
大
豆

への
こ
だ
わ
り
に
加
え
、に
が
り
な
ど
の

凝
固
剤
や
製
法
に
も
工
夫
や
進
化
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、審
査
に
当
た
っ

て
は
四
つ
の
部
門「
寄
せ・お
ぼ
ろ
豆

腐
」「
木
綿
豆
腐
」「
絹
ご
し
豆
腐
」

「
充
填
豆
腐
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
作
り
手
の
技
と
思
い
が
豆
腐
一
丁

に
込
め
ら
れ
て
お
り
、審
査
結
果
の
発

表
に
は
多
く
の
出
品
者
と
関
係
者
が

固
唾
を
の
ん
で
見
守
り
ま
し
た
。

　
各
部
門
上
位
４
位
ま
で
が
入
賞
と

な
り
、金
賞
の
中
か
ら
、沖
縄
県
宮
古

島
市
の
出
品
者「
ま
ご
と
う
ふ
」の『
濃

厚
お
ぼ
ろ
豆
腐
』が
農
林
水
産
大
臣

賞（
最
優
秀
賞
）に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
全
農
は
豆
腐・油
揚
げ
用
途
に
年

間
約
10
万
㌧
の
国
産
大
豆
を
供
給
し

て
い
ま
す
。実
需
者
で
あ
る
豆
腐
製
造

者
と
豆
腐
品
評
会
を
応
援
す
る
こ
と

で
、国
産
大
豆
の
消
費
拡
大
を
後
押

し
し
、円
滑
な
販
売・供
給
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

㈱とうふ工房ゆう（東京都）
㈲とうふ工房わたなべ（埼玉県）
（社福）はらから福祉会 蔵王すずしろ（宮城県）

伊東豆腐店（宮城県）
㈲とうふ工房わたなべ（埼玉県）
とうふ工房 味華（群馬県）
㈲京とうふかわむら（京都府）

特選木綿
霜里きぬ豆腐
はらから 秘伝の絹

茶豆おぼろとうふ
霜里もめん豆腐
とうふ工房 味華 絹豆腐
充填絹

木綿豆腐
絹ごし豆腐
充填豆腐

部門 製品名 出品者
各部門の受賞一覧

寄せ／おぼろ豆腐
木綿豆腐
絹ごし豆腐
充填豆腐

㈱とうふ工房ゆう（東京都）
豊産商事㈱（千葉県）
㈱とうふ工房ゆう（東京都）
上田とうふ㈱（京都府）

豆の力屋 いづみ産業㈲（大分県）
日月豆腐店（石川県）
㈱マスダ宮田とうふ工房（長野県）
㈱カンショク（香川県）

特選よせとうふ
菜の花とうふ（木綿）
弟が作った絹ごし豆腐
絹香

特選石臼挽きおぼろ
能登生とうふ
最高級極上とうふ
銭型豆腐

寄せ／おぼろ豆腐
木綿豆腐
絹ごし豆腐
充填豆腐

寄せ／おぼろ豆腐
木綿豆腐
絹ごし豆腐
充填豆腐

＜最優秀賞＞
農林水産大臣賞

農林水産省
食料産業局長賞

全国農業協同組合
連合会賞

農研機構賞

（一財）全国豆腐
連合会賞

特別賞

銅　賞

金　賞

銀　賞

じ
ゅ
う
て
ん

か
た
ず

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
豆
腐
が
審
査
会
場
に

並
べ
ら
れ
た
最
終
審
査

受賞者の皆さんと激励に訪れた山田俊男参議院議員（日本の豆腐文化を守る議員
連盟事務局長・前列右から3人目）

寄せ／おぼろ豆腐 濃厚おぼろ豆腐 まごとうふ（沖縄県）

　
全
農
は
９
月
29
、30
の
両
日
、札
幌
市
で
開
か
れ
た
第
４
回
全
国
豆
腐

品
評
会（
一
般
財
団
法
人
全
国
豆
腐
連
合
会
主
催
）で
、入
賞
し
た
豆
腐
製

造
者
に
全
農
賞（
銀
賞
）を
贈
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　 【
麦
類
農
産
部
】
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ＪＡ新居浜市（愛媛県）

概要 平成 30 年３月３１日 現在

正組合員数　　　　 　　   2916人
准組合員数　　　　 　 　 9155人
職員数                     140人
販売品取扱高           4億4千万円
購買品取扱高           4億8千万円
貯金残高  　          775億2千万円
長期共済保有高     1915億8千万円
主な農産物　　　米、イチゴ、サトイモ・
　一寸ソラマメ、キュウリ、ミカン、カブス、
　豚、鶏卵

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
地
元
産

ブ
ラ
ン
ド
米
契
約
栽
培
で
所
得
向
上
へ

リ
、サ
ト
イ
モ
、一
寸
ソ
ラ
マ
メ
、

ミ
カ
ン
、
カ
ブ
ス（
カ
ボ
ス
）が

主
要
品
目
で
す
。畜
産
は
、豚
一

貫
経
営
1
戸
、
採
卵
鶏
経
営
1

戸
で
す
。

　
J
A
新
居
浜
市
は
、
農
業
者

の
所
得
増
大
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
消
費
者
に
安
全
・
安
心

で
お
い
し
い
お
米
を
届
け
た
い

と
、2
0
1
5
年
度
か
ら
ブ
ラ

ン
ド
米「
新に

い居
の
恵
み
」の
生

産
・
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

品
種
は「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ヒ

ノ
ヒ
カ
リ
」「
に
こ
ま
る
」の
3
品

種
で
、J
A
が
育
苗
し
た
苗
を
、

契
約
農
家
は
栽
培
指
針
に
基
づ

き
肥
培
管
理
を
徹
底
、指
定
の
有

機
質
肥
料
を
使
い
、低
農
薬
で
栽

培
し
ま
す
。組
合
員
か
ら
契
約
生

で
す
。

　
管
内
の
昨
年
度
の
水
稲
作
付

面
積
は
3
2
1
㌶
で
自
家
消
費

の
飯
米
農
家
が
多
く
、
野
菜
、

果
樹
に
つ
い
て
は
共
同
販
売
を

行
っ
て
い
る
イ
チ
ゴ
、
キ
ュ
ウ

て
い
る
農
業
ま
つ
り
で

は
、「
新
居
の
恵
み
」を

使
っ
た
お
に
ぎ
り
を

販
売
す
る
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
時
に
消
費
者
へ

安
心
・
安
全
で
お
い

し
い
地
元
産
の
お
米
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
市

で
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
老
舗
酒
造
メ
ー
カ
ー
・
近
藤

酒
造
が「
新
居
の
恵
み
」で
造
っ

た
甘
酒
を
販
売
し
人
気
商
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

15
年
度
の
作
付
面
積
は
3
・

6
㌶
で
、集
荷
量
11
・
8
㌧
、16

年
度
は
4
・
35
㌶
、15
㌧
、17
年

度
は
9
㌶
、24
㌧
を
集
荷
し
、完

売
し
ま
し
た
。18
年
度
は
10
・
6

㌶
で
30
㌧
の
集
荷
を
目
指
し
て

い
ま
す
。今
後
も
生
産
量
を
増
や

し
、
生
産
技
術
と
販
売
体
制
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。

栽
培
指
針
示
し
肥
培
管
理
徹
底

直
接
買
い
取
り
で
独
自
販
売

香川県

高知県

愛媛県

徳島県

　
J
A
新
居
浜
市
は
、
愛
媛
県

新
居
浜
市（
別
子
山
を
除
く
）を

区
域
と
し
、1
6
9
1
年
の
別

子
銅
山
の
開
坑
に
よ
っ
て
繁
栄

し
た
四
国
屈
指
の
臨
海
工
業
都

市
で
、
人
口
約
12
万
人
の
都
市

産
者
を
募
り
、
生
産
者
と
J
A

が
一
体
と
な
り
栽
培
し
、J
A
が

直
接
買
い
取
り
独
自
販
売
す
る

こ
と
で
、農
家
の
所
得
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
3
、
5
、
10
、
30
㌔
の
袋
入
り

で
、J
A
新
居
浜
市
の
農
産
物

直
売
所「
四
季
菜
広
場
」と
購
買

店
舗「
J
A
グ
リ
ー
ン
に
い
は

ま
」で
販
売
し
て
い
ま
す
。同
市

内
な
ら
無
料
配
達
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　
J
A
新
居
浜
市
が
毎
年
開
い

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

ブランド米「新居の恵
み」と地元酒造メーカー
が製造する甘酒

今年もたわわに実っ
た契約栽培のブラン
ド米「新居の恵み」
の収穫

年々増えている「新居
の恵み」の田植え

イ
ベ
ン
ト
時
に
お
に
ぎ
り

消
費
者
に
お
い
し
さ
P
R
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J
A
ズ
ー
ム
イ
ン ＪＡみちのく村山

（山形県）

概要 平成 30 年３月３１日 現在

正組合員数　　　　 　　   9105人
准組合員数　　　　 　 　 3158人
職員数                       349人
販売品取扱高           168億8千万円
購買品取扱高          42億9千万円
貯金残高  　          703億5千万円
長期共済保有高    3112億3千万円
主な農産物　　サクランボ、スイカ、米、
　　　　　　　牛肉

大
石
田
の
農
産
物
Ｐ
Ｒ
担
う

農
産
物
直
売
所
「
つ
な
ぎ
」

る
品
物
が
多
く
、
今
回
の
売
り

出
し
で
も
、
部
会
員
た
ち
は
サ

ト
イ
モ
や
ネ
ギ
、食
用
菊
、カ
ボ

チ
ャ
、
ナ
ス
な
ど
の
旬
の
野
菜

や
果
物
を
早
朝
か
ら
店
舗
に
出

荷
し
ま
し
た
。

　

開
店
時
刻
に
な
る
と
、
地
元

の
主
婦
の
ほ
か
、
県
外
か
ら
の

観
光
客
な
ど
が
切
れ
目
な
く
来

店
。
ナ
ス
の
詰
め
放
題
が
多
く

の
買
い
物
客
の
注
目
を
集
め
た

ほ
か
、
山
形
名
物
で
あ
る
旬
の

郷
土
料
理「
芋
煮
」の
材
料
と
し

て
サ
ト
イ
モ
を
買
い
求
め
る
人

が
大
勢
お
り
、
あ
っ
と
い
う
間

に
売
り
切
れ
ま
し
た
。先
着
50
人

に
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
好

評
で
し
た
。

　
「
つ
な
ぎ
」は
J
R
大
石
田
駅

か
ら
車
で
数
分
の
場
所
に
あ
り
、

有
名
な
団
子
屋
や
温
泉
施
設
に

も
近
く
、
仙
台
か
ら
来
た
と
い

大
勢
の
お
客
さ
ま
が
訪
れ
ま
し

た
。
同
直
売
所
の
オ
ー
プ
ン
は

2
0
1
2
年
の
9
月
25
日
で
、

毎
年
こ
の
時
期
に
売
り
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
J
A
み
ち
の
く
村
山

の
大
石
田
経
済
事
業
所

が
管
理
運
営
す
る「
つ

な
ぎ
」は
、
新
鮮
な
野
菜

や
果
物
、
加
工
品
、
手
芸

品
な
ど
幅
広
い
品
物
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。手

塩
に
か
け
た
生
産
物
を

出
荷
販
売
し
て
い
る
の

は
、大
石
田
産
直
出
荷
生

産
部
会
の
メ
ン
バ
ー
た

ち
。「
つ
な
ぎ
」は
黒
ニ
ン

ニ
ク
や
ウ
ル
イ
、
ジ
ネ

ン
ジ
ョ
な
ど
特
徴
の
あ

果
施
設
と
、
米
の
集
出
荷
を
行

う
倉
庫
の
2
施
設
に
隣
接
し
て

い
ま
す
。ス
イ
カ
と
米
は
、大
石

田
町
を
代
表
す
る
農
作
物
で
す
。

特
に
ス
イ
カ
に
つ
い
て
は
、
毎

年
夏
に
な
る
と
、「
つ
な
ぎ
」店

舗
前
に
直
売
所「
す
い
か
村
」が

設
置
さ
れ
ま
す
。選
果
場
か
ら
直

接
運
ば
れ
て
き
た
選
果
し
た
て

の
ス
イ
カ
を
直
売
し
、
全
国
発

送
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
「
つ
な
ぎ
」は
、
店
舗
を
拠
点

と
し
つ
つ
も
、
地
域
で
開
か
れ

る
ひ
な
祭
り
や
そ
ば
祭
り
な
ど

の
催
し
、J
A
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
も
精
力
的
に
出

張
販
売
を
行
い
、
大
石
田
の
農

産
物
を
P
R
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
町
の
パ
ン
屋
さ
ん
も
生

産
部
会
に
加
わ
り
、
そ
の
品
目

の
多
彩
さ
に
リ
ピ
ー
タ
ー
も

年
々
増
え
て
い
ま
す
。

2012年9月にオープンし、大石田の農産物ＰＲを担う
「つなぎ」

秋田県

新
潟
県

宮城県

山形県

福島県

　
山
形
県
大
石
田
町
の
大
石
田

農
産
物
直
売
所「
つ
な
ぎ
」は
9

月
15
、16
の
両
日
、オ
ー
プ
ン
6

周
年
を
記
念
し
て
大
売
り
出
し

を
行
い
ま
し
た
。開
店
と
同
時
に

う
観
光
客
の
一
人
は「
売
り
出

し
に
偶
然
に
出
合
い
、
野
菜
を

安
く
買
う
こ
と
が
で
き
て
ラ
ッ

キ
ー
だ
っ
た
」と
喜
び
の
表
情
で

し
た
。

　
「
つ
な
ぎ
」は
、
ス
イ
カ
の
選

産
直
出
荷
生
産
部
会
員
が

手
塩
に
か
け
た
生
産
物
出
荷

夏
に
は「
す
い
か
村
」設
置

特
産
直
売
や
全
国
へ
発
送
も

オープン6周年記念の大売り出しでにぎわう大石田農産物
直売所「つなぎ」の店内
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※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、11/9（金）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、お届け先により送料が必要となります。※商品の発送は11月末頃からを予定しています。

　「江刺りんご」の代名詞でもある「サンふじ」！
　歯ざわりがよく、蜜も豊富に入って甘い果汁が特長のリンゴ
です。
　当産地では「食味を重視」したリンゴ作りを行っており、すべて
の園地で樹高を低く抑えた「わい化栽培」や袋を掛けない「完全
無袋栽培」で、果実に太陽の光をしっかりと浴びせた栽培方法
をとっています。また樹には大きな負担をかけますが、収穫時期
をぎりぎりまで遅らせることにより、果実の養分を高めています。
　こだわって作った「江刺りんご」をぜひご賞味ください！

サンふじ（贈答用）
3㌔（8～10玉）……3800円

味が自慢のＪＡ江刺（岩手県）

JAタウンは
こちらから

労災注意喚起
ポスターを作成
パールライス部門の
労災防止に役立てて
　米穀部は、パールライスグループ卸における労災防止の取り
組みの一環で、注意喚起ポスターを作成しました。  【米穀部】

　ポスターは「指差喚呼」「フォークリフト作業時の法令遵守」
「機械点検・清掃時の電源ＯＦＦ」「高所作業時の注意事項」
の４種類で、主に精米工場での業務で注意すべき点をテーマ
にしたものです。
　作成には、株式会社全農ビジネスサポートと全農パールライ
ス株式会社の協力の下、米穀部職員をモデルに写真撮影を
行い、印象的なデザインに仕上げました。
　ポスターはパールライスグループ卸の精米工場に送付し、労
災防止の一助として、工場出入り口や事務所玄関などに掲示
します。

じゅんしゅ

労災注意喚起ポスター

▲指差喚呼の徹底 ▲高所作業時の注意事項

▲機械清掃・点検時の電源OFF徹底 ▲フォークリフト作業時の法令遵守

！
CAUTION

JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！予選を勝ち抜いた豆腐が審査会場に並べられた全国豆腐品評会最終審査（９面）

出荷が始まった生産者の声を反映したＪＡ
グループ共同購入トラクター（２面）

「ヨーグルスタンドB1乳酸菌」の新発売で内
堀雅雄福島県知事（中央）を表敬訪問した今
長谷浩東北協同乳業㈱代表取締役（左から
2人目）と河合和人日本コカ・コーラ㈱マーケ
ティング本部ジュースカテゴリーシニアマネ
ジャー（右から２人目）（４面）
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10月2日の「直売所の日」ＰＲでイベント（広報部）

神出理事長がドイツ・ボン大学で
全農の取り組み発信（耕種総合対策部）
英国の日系清酒醸造所が開所記念式典を
開催（JA全農インターナショナル欧州㈱）

“11/19-B1乳酸菌”入り飲料 
コカ･コーラから新発売（酪農部）

地元菓子店と「青森ながいもフィナンシェ」開発（青森県本部）

今秋本格デビューの米「雪若丸」新ＣＭを発表（山形県本部）

マラソン、サッカー会場で赤飯おにぎり、
焼き餅配布しＰＲ（米穀部）

大阪の商談会に全農グループ会社と共同で
初出展（営業開発部）

国際都市おおたフェスティバル in「空の日」
羽田に秩父４Ｈクラブと出展（ＴＡＣ推進課）

2面

9
面

2

3

4

SDGsで研修会（麦類農産部）

認知症フレンドリープロジェクトで
農福連携に関する講演（広報部）

第2回和牛甲子園 出場校が決定
（畜産総合対策部）

ＪＡズームイン（ＪＡ新居浜市）

ＪＡズームイン（ＪＡみちのく村山）

労災注意喚起ポスターを作成（米穀部）

ＪＡタウンショップ紹介
　味が自慢のＪＡ江刺（岩手県）

全国豆腐品評会で全農賞を贈呈

6

7

11

12

10

8

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

www.zennoh-weekly.jp/

5

エスディージーズ

12




